
研究報告

フリッツ ・ル フ トとRKD

　　 オランダにおける美術研 究 ドキュメンテー ションの一・側 面

中村節子

1.は じめ に

　 1998年8月16日-21日,国 際 図 書館 連 盟(IFLA:　 Interna-

tional　Federation　 of　Library　Associations　 and　Institu-

tions)の 第64回 年 次 大 会 が オランダのアムステル ダムで 開

催 された 。 筆者 は専 門 図 書館 部 会の 下 にある美 術 図 書 館

分 科 会(SAL:　 Section　of　Art　Libraries)の プログラムに参 加

し,日 蘭の 美術 交 渉 史 に関す る 日本 の研 究 動 向の 一端 につ

いて,オ ープ ンセ ッションで発 表す る機 会 を得 た1)。

　 その プログ ラムの 中 で,オ ランダ美 術 図 書 館 協 会2)主 催

によるアー ト・ライブ ラリの見 学 会 が,ア ムステルダムとハー グ

とで2日 にわたって開 かれ た。

　 今 回 の 出張 報 告 を兼ね て,そ の時 の 訪 問 先 であ る,ハ ー

グ の オ ラ ンダ 美 術 史 研 究 所(fig.1)　(Rijksbureau　 voor

Kunsthistorische　 Documentatie以 下,　RKD)の 活 動3)と,

研 究 所 の創 立 者 の ひとりで あるフリッツ ・ルフ ト(Frits　Lugt,

1884-1970)に つ いて,こ こに紹 介 したい。何 故 な らフリッッ・

ルフ トは,レ ンブ ラントの 素描 の研 究 な どで も功 績が あるが,

同 時 にオランダの美 術 研 究 におけ るドキュメンテー ションと

い う側 面 か らも,多 くを貢 献 した研 究 者 であ ると考 えるか ら

である。

2.フ リッツ ・ル フ トの 略 歴

　 今 日では,ド キュメンテーションとい う活 動 は,コ ンピュー

タを使 っての情 報 の組 織 化 や検 索 といった印 象 が 強いか も

知 れ ない。 しか し,20世 紀 前 半 までは,ひ とりひとりの研 究

者 が,カ ー ド・インデ ックスな どの 方 法 を用 いて,ね ば り強 い

調 査 による情 報 の蓄積 や分 析,そ して検 索 というドキ ュメン

テーシ ョン活動 をお こなって きた。 その ひとつの典 型 をルフ

トの業 績 に見 ることが で きる。 ここで,初 め に彼 の 人物 像 に

触 れるのは,彼 の この ような業 績 には,彼 の性 格 や経 験 が大

きく反 映 してい ると考 えるか らである4)。

　 フリッツ ・ル フ ト5)こ と,フ レデ リック・ヨハ ネス ・ル フ ト

(Frederik　Johannes　 Lugt)は,1884年5月4日,ア ムステル

ダ ムで 生 まれ た 。 父 親 の フ レデ リック ・ヨハ ネ ス ・ル フ ト

(Frederik　Johannes　 Lugt)は,ア ムステル ダム市 の初 代 公

共 事 業 部 長 を勤 め,の ち には電 気 局 長 となったエ ンジニア

で あ った 。 母 親 シ ャネ ット・ペ トロネ ラ ・フ ェル ス フー ル

(　Jeanette　Petronella　Verschuur)は,画 家 ウォーテルス・フェ

ルス フール6)　(Wouterus　 Verschuur,　 1812-74)の 姪 で あ っ

た。

　 少 年 期 のル フトには,す でに2つ の徴 候 が 見 られ る。そ れ

は,カ タログの制作 と素描 に対 す る特 別 な関心 で ある。 ル フ

トは8才 の 時,博 物 館(Museum　 Lugtius)の 館 長 として 自分

の部 屋 の ドアに「館 長が 家 にいる時 だけ 開館 します」と掲示

し,所 蔵 品 カタログ を作 成 した。 所 蔵 品 は石 や 貝 殻 や蛇 の

皮 などとい う子 どもらしい,誰 にで もあ りが ちなものであ った

が,そ の数 年 後 の彼 の人 並 みはず れた エピソー ドは,長 じて

の才 能 と業 績 や,“ミュー ジアム”とい うもの に生 涯 関 わるこ

とになる彼 の人 生をすで に暗示 してい たと言 えるだ ろう。

　 彼 は アムステル ダムのヘ ンドリック・デ ・ケイセル素 描 学校

(Hendrik　 de　Keyser's　 Drawing　 School)に 通 うが,10才 の

頃 か ら学 校 の帰 りにほとんど毎 日アムステ ルダムの 国立 博

物 館 の 版 画 室(Rijksprentenkabinet)に 通 い,閉 館 まで熱

心 に作 品を見 ていた。12才 の時,当 時 版 画室 で は作 成 して

いなかった素 描 の所 蔵 目録 を作成 し始 めた。 ファン・アーケ

ン(Van　Aken)か ら始 めた 目録 は,1899年 の終 わ りにはJと い

う文 字 の ヨル ダーンスの項 目(　Jordaens)ま での955項 目を

終 えていたが,目 録 に作 家 の略 伝 や素 描 の来 歴,寸 法,サ イ

ンの模 写 まで記 載 してい た7)とい う。 彼 は,素 描 に大 きな 関

心 を持 って いた。 将 来 多 くの素 描 の 目録 を作 成 し,特 に素

描 のコレクター として有 名 になるの だが,自 らもレンブラント

の版 画 を模 写 した り,自 画 像(fig.2)や 父 の 肖像,風 景 な ど

の素 描 を描 いていた。 彼 は,美 術 の専 門家 というもの は,マ

リエ ット(Pierre-Jean　 Mariette,　1694-1774)の ように 自分 で

も素 描 がで きなくてはならない という考 えをもっていた8)とい

う。

　 ルフトはレンブ ラントに対 して,深 い憧 憬 と尊 敬 の念 を生

涯 抱 き続 け た。1898年 に アム ス テ ル ダ ム市 立 美 術 館

(Stedelijk　Museum)で 開 催 された 大 規 模 な 「レンブ ラント

展 」　(Rembrandt:　 schilderijen　 bijeengebrancht　 ter　gele-

genheid　 van　de　inh　uldinging　 van　Hare　Majesteit　Konin-

gin　Wilhelmina)を 見 た14才 のルフ トは,翌1899年1月8日,

fig.1　 RKDの 外観(Bulletinの 表 紙より)
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最 初 の著 作 として レンブ ラントの伝 記を書 き始 めた。 これ は

長 く出版 され ることが なか ったが,彼 が パ リに設 立 した クス

トデ ィア財 団(Fondation　 Custodia)の50周 年 を記 念 した ル

フトの 素 描 コレクション展 で ある「レンブラン トとレンブ ラン

ト・スクール」　(Rembrandt　 en　zijn　school)の 機 会 に英 ・仏 ・

オ ランダ の3力 国 語 で1997年 に 出 版 され た9)。 同 年11月1

日,デ ・フリース(R.W.P.de　 Vries)の 古 書 店 で行 われた オー

クションで,15才 のフリッツ・ルフ トは,書 家 であ り銅 版 彫 師で

もあ っ た コペ ノー ル(Lieven　 Willemsz.　 van　Coppenol,

1599-1671)が 詩 を書 き写 した カリグラフィーを落 札 したが,

そ れ にはレンブ ラントのエ ッチ ング(コ ペ ノー ルの 頭 部 のみ

の 肖像)が 付 いていた という。同 時にカレル ・ファン・マ ンデル

(Karel　van　Mander,　 1548-1606)の1764年 の再 版 の画 家 評

伝(Het　 Schilder-boeck)も 入 手 した。 これ が,ル フトがオー

クションの世 界 に進 む きっか けとなった10)。

　 1901年 ルフ トは ロンドンへ行 き,6ヶ 月 間美 術 館 や アー ト

デ ィーラー,オ ー クションハ ウスな どを訪 ね 歩 き,イ ギ リスの

画 家 で コレクター のチ ャー ルズ ・フェア ファックス ・マー リ

(Charles　 Fairfax　Murray,　 1849-1919)と 出 会 った。 マ ーリ

は,オ ー ル ド・マ スター の素 描 につい ての知 識 を彼 に授 け,2

人 は友 人 とな った だけで な く,後 に収 集 家 として ライバ ルと

なったll)。ルフトは9月 にアムステルダムの有 名な オー クショ

ンノ、ウス,フ レデ リック・ミュラー(Frederik　 Muller)で 働 き始

めたが,代 表 の アントン・メンシング(Anton　 Mensing)は,彼

が14才 の時 に書 いた レンブ ラントの伝 記 を見 てお り,ル フ ト

をチ ーフ ・アシスタントに指 名 した。 彼 が ここで得 た知 識 や

経 験,多 くの作 品 を 自分 の 眼 で評 価 し,様 々なコレクター と

接 触 し,な によりも多 くの カタログ制作 を手 が けたことが,や

が て彼 が 生涯 をか けることにな るドキュメンテー ション的 研

究 の ための基 となった。

　 彼 が 手 が けた主 な仕 事 は,1903年 にアムステル ダムの市

立 美 術 館 で 開催 され た ヤ ン・ファン・ホ イエ ンの展 覧 会 の担

当者 としてカタログを制作,翌 年 アムステルダムの プレイエ

ル画 廊(A.　Preyer's　Gallery)で,ヨ ンキ ントの展 覧 会 を開 き,

その レヴュー12)をハー ムステー(Fvan　 Haamstee)と いうペ

ンネームで,雑 誌Onze　 Kunstに 寄 せ たが,そ れ はオランダの

雑 誌 上 にお いて初 め て ヨンキントについ て言 及 された 記事

だ った13)。 また,1906年 にはレンブ ラントの生 誕300年 を記

念 して ミュラーが 開催 した「オランダ絵 画の 黄 金 時代 」展 を

担 当 した 。オークションとしては,レ ンブ ラントの素描 が 当 時

の 最 高 値 をつ けた1913年5月 の オラ ンダ 人 の 証 券 ブ ロー

カー,ヘ セルテ ィン(J.　R　Heseltine,　b.1843)が 所 有 していた

オランダの 巨 匠に よる素 描 コレクシ ョンと,同 年6月 にパ リで

おこなわれた3世 代,お よそ100年 にわた る有 名 なステーンフ

ラフ ト家(Steengracht　 Collection)の オ ランダ絵 画 コレク

ションの オークション― か ろうじて数 点 が マウリッツハ イス

などのオランダの美 術 館 に入 った― の カタログ制 作 が有 名

である。

　 ル フトは1910年 にヤー コバ ・ク レフェル(Jacoba　 Klever,

1889-1969)と いう,石 炭 で富 を築 いた 産業 資 本 家 の娘 と出

会 い結 婚 す るが,1935年 には義 父 が 死 亡 して,妻 は莫 大 な

資 産 を相 続 した。1915年 ル フトはミュラーを辞 めて,研 究 や

調 査 活 動 を始 め,ま た 素描 を中心 とした作 品の 旺 盛 な蒐 集

を開 始 す る。 彼 は ミュラーを去 るまで本 格 的 な蒐 集 を始 め

なかったとい う。 ルフ トが 蒐 集 した素 描 はお よそ6,000点 で,

その うち17世 紀 オランダとフランドルの 素 描 はお よそ2,500

点 にもの ぼるが,重 要 な コレクションは妻 が遺 産を相 続 す る

以 前 にす でに形 成 されていた 。そ れを可 能 にしたのは,第1

次 大 戦 直 後,多 くの重 要 なコレクシ ョンが売 りに出 され,価

格 が 下 が ったためで あった。1917年 のル ドル フ・ゴール ドシュ

ミット・コレクシ ョン(Rudolf　 Goldschmidt,　 ca.1840-1914:

sale,　Frankfurt)や1919年 のピーテル・ランヘル ホイゼ ン・コレ

クション(Pieter　Langerhuizen,　 1839-1918:　 sale,　Amstre-

dam)な ど,重 要 なコレクションを落札 す る。同年 彼 のコレク

ションの うち最 も素 晴 らしい と言 われ るレンブラントの《出産

を待 つサ スキア》　(Saskia's　Lying-in　Room:Institut　 Neerlan-

dais所 蔵inv.　 no.266)を 入 手 した。 最 後 に レンブ ラン トの

《井 戸 端 の リベ カとエ リエゼ ール》　(Rebecca　 and　Eliezer　at

the　Well:　Institut　Neerlandais所蔵　 inv.no.9629)を 買 った

の は1970年 の6月25日 で,死 の数 週 間 前 まで コレクションを

発 展 させ 続 けていた。こうした,素 描 コレクター として のルフ

トの 豊 富 な知 識 と経 験 は,次 に紹 介 す る彼 の業 績 に大 い に

反 映 したと考 えられ る。

　 第2次 世 界 大 戦 が 勃 発 した1939年,パ リにいたル フ ト夫

妻 はスイスへ 移 った。コレクションの うち重 要 なものはスイス

へ と移 動 させ ることが で きた。1941年 には米 国に渡 り
,終 戦

を迎 え るまで オハ イオ州 の オバ ーリン(Oberlin)に 住 む が,

fig.2.フ リッツ・ルフ トの 自画像 　鉛筆 ・紙　25.3×17.6cm　 l901.
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ここで も書物 や 写 真 を大量 に購 入 した。 ル フトは,米 国で,

コレクションを美 術 館 に遺贈 して国 家 に貢献 す るプ ライベ ー

ト・コレクターた ちに大 きな影 響 を受 けた14)。戦 後 オランダに

帰 国 した ルフトは,ハ ー グか,ハ ール レムに彼 らの コレクシ ョ

ンを収 蔵す る美 術 館 を求めた 。50年 間に彼 が蒐 集 し続 けた

作 品 はお よそ9万 点 にも及 んだ 。ルフ トの コレクションと言 え

ば,素 描 や版 画 という印 象 が 強い が,油 彩 画,稀 覯 書,画 家

の 自筆の 文書,ポ ー トレー ト・ミニチ ュア,イ ンドの細 密 画,メ

ダル,古 代 美 術,中 国の 磁 器 や家 具 にいた るまで 多 様 だっ

た15)。しか し結 局,オ ランダでは実 現せ ず,彼 は1947年10月

にクス トデ ィア財 団 を創 設 し,10年 後 の1957年 にオランダ政

府 と協 力 して,パ リに オランダ研 究 セ ンター　(Institut　Neer-

landais)を 設 立 して彼 の コレクションを移 した。彼 はここで,

数 々のオランダ美 術 の展 覧会 や コンサ ー トを開催 し,ラ イブ

ラリの収 蔵 範 囲 をオランダ文学 にも広 げ,美 術 ・音 楽 ・文 学 に

おけるオランダ とフランスの文化 交 流 に大 きく貢 献 した。 ル

フトは1970年7月15日,レ ンブ ラントの誕 生 日と同 じ 日に亡

くなった。

3.ル フ トの業 績

　 〈ドキュメンテー ション〉とい う用 語 その ものを,ル フ トが使

うことはなか った にしても,彼 の調 査 研 究 の方 法 において,

情 報の組 織 化 や検 索 システムの構 築 とい うコンセプ トとして

の 〈ドキュメンテー ション〉の ようなもの は十 分 に意 識 してい

たと考 えられ る。 ルフ トはその 生涯 にわたって,ル ー ヴル美

術 館 およびパ リの公 共 機 関が 所 蔵 す る素 描 の 目録 や,ユ ニ

オン・オークション・カタログの制作 を継 続 し,こ の ようなレファ

レンス ・ツールは,美 術 の基礎 研 究 に大 きく貢献 した。そ うし

た ドキュメンテー ションの 立場 か らルフ トの活 動 を考 えてみ

たい。

　 Les　marques　 de　collection　 de　dessins　&　d'estampes.

Amsterdam:　 Vereenigde　 Drukkerijen,　 1921;　Reprint,　San

Francisco:　Alan　Wofsy　 Fine　Arts,　1975.(fig.3)

Supplement.　 The　 Hague:　 M.　Nijhoff,　1956;　Reprint,　San

Francisco:　Alan　Wofsy　 Fine　Arts,　1988.

　 1921年 にルフトが 出版 した このレファレンス・ツー ルは,コ レ

クターや アー ト・デ ィーラーばか りで はなく,美術 研 究 者 にも大

いに役 立つ ものであった。古い素 描 や版 画 の場 合,作 品 に所

蔵 を示 す スタンプやエ ンボスや インクでの 手書 きなど,何 らか

の小 さなマークや サインが 入 って いることが 多 かった。 その

マー クは作 品の 来歴 や オーセ ンティシィティな どを証 明す る

ことになるのであ る。 したが ってマ ークがあ るか否 か,ど ん な

マークかということが,作 品 の価 値 に大 きく影 響 した。 こうし

たマー クは17世 紀 初 頭 か ら増 え始 めていた ので,コ レクター

のマー クを調べ る事 典 の必 要性 はす でに18世 紀 か ら認 識 さ

れて いたが,ル フト以 前 には作 成 されなか った16)。 この事 典

は,マ ークの形 態 別 で大 きく分 類 され,コ レクター のイニ シャ

ll6　　 研究報告

ルや モノグラムあるいは名 前 の アルファベ ット順 に配 列 され

た項 目ごとに,マ ークの 図 版,コ レクターの 生没 年 や略 歴,そ

のコレクションの 内容 が 紹 介 され ている。 また,所 有 者 の死

などによって売 りに出 され た場 合 は,セ ールスの年 月 日や場

所,鑑 定 人 の氏 名 あるい は扱 ったオークションハ ウス,価 格,

カタログが ある場 合 カタログに載 ったロット・ナンバ ーなども記

載 している。 巻 末 にはコレクター,作 家,ア ー ト・デ ィーラーや

出 版 社 など所 有 者 名 のアルファベ ット順 のインデ ックスを付

している。 この2冊 の本 で彼 が 分 類 したマークの 数 は,3027

種 類 である。

　 Repertoire　 des　ca　talogues　de　ven　tes　p　u　bliques,　in　ter-

essant　 1'art　ou　la　curiosite.　 The　 Hague:　 M.　Nijhoff,

1938-1964.

　 彼 の 業 績 の偉 大 さを一番 示 すの は,全3巻 か らな るこの

目録 で あろう。 これ は,1600年 か ら1900年 までに行 われ た

オー クションの カタログ約22,000冊 を調 査 して,オ ークション

情 報 を時 系列 に 累積 した ものであ り,第1巻(1600-1825年)

は11,000件,第2巻(1826-1860年)は14,900件,第3巻

(1861-1900年)は32,800件 で,総 数 約58,700件 が 扱 われ て

い る。 項 目は,オ ー クシ ョンの 開催 年 月 日順 に配 列 され,開

催 場 所,コ レクターや作 家 な ど所 有 者 の名 前,作 品,ロ ット・

ナ ンバ ー,オ ー クションハ ウス,記 載 され てい るカタログ の

ペ ージ,そ して,そ れぞ れの オークシ ョン・カタログを所 蔵 して

い る図書 館(ア メリカも含 む)で あ る。 巻 末 にはコレクション

名 の インデ ックス と,図 書 館 の リス トが付 してあ る。 ルフ トの

死 後,1901年 か ら1925年 までの89,500件 を取 りまとめた 第4

巻 が1987年 に刊 行 され た。 また現 在,第1巻(1600-1825

年),第2巻(1826-1860年)は,マ イクロ資 料17)と して 販売 さ

fig.3.　 Les　 marques　 de　 collections　 de　 dessins　 &　d'estampes.

　 　 Amsterdam,　 Vereenigde　 Drukkerijen,　 1921.よ り

　 　 右 側 上 か ら4番 目(no.1028)が ル フ トの マ ー ク 。



れてい る。

　 1922年,ル フ トはフランスの教 育 ・芸 術 省 か らルー ヴル美

術 館 が所 蔵す るオランダとフランドル の素 描 の 目録 作 成 を

任 命 され た。 この仕 事 は,ル フ トによって1968年 までお よそ

半 世紀 近 くにわたって継 続 された。

　 Musee　 du　Louvre.　 Inventaire　general　des　dessins　des

ecoles　du　Nord,　publie　sous　la　direction　de　L.Dem0nts:
'
Ecole　hollandaise.　 3vols.　Paris:　A.Morance,　 1929-1933.

　 最 初の2巻 は1929年 に出版 され,第3巻 は1933年 に刊 行

され た。第1巻 と2巻 は画 家 の名前(姓 名不 詳 の画家 も含 む)

のアルファベ ット順 。 第3巻 は模 写 も含 むレンブ ラントとレン

ブラント・スクールの素 描だ が,特 にこの第3巻 は,彼 の業績 の

中 で最 も学術 的 なものであ るとの評 価 を受 けている。ファン・

ヘル デルは,「ル フトは調 査 のため にヨーロ ッパ 中の 版 画 ・素

描 室 を巡 ったば か りで はなく,レ ンブ ラントの もの とされ てい

る6,000点 にものぼ る素 描 について,あ らゆる文献 を調 べ,素

描 と版 画 とを関 連づ け,レ ンブラントの素 描 同定 のための研

究 資料(apparatus　 criticus)を 確 立 した」18)と述 べ ている。

　 Les　dessins　des　ecoles　du　Nord　de　la　collection　Dutuit

au　Musee　 des　Beaux-Arts　 de　la　Ville　de　Paris(Petit　Pal-

ais)　.　Paris:A.　Morance,1927.

　 ルフ トはルーヴル美 術 館 のみ ならず,パ リにある公 共機 関

が所 蔵 す る素 描 の 目録 を作 成 した。 最 初 に刊 行 され たの

は,1927年 で,プ チ ・パ レが 所蔵 す るデュテユイ家 コレクショ

ンの 素描 目録 である。

　 Bibliotheque　 nationale,　Paris.　Cabinet　 des　estampes.

Inventaire　general　des deessins　des　ecoles　du　Nord.　[Par

Frits　Lugt　,　avec　la　collaboration　 de　J.Valley-Radot.]
　 　 　 ノ

Paris:　 Editions　 des　 Bibliotheques　 nationales　 de　 France,

1936.

　 パ リ国 立 図 書 館 が 所 蔵 す る,オ ラ ンダ を 中 心 と し た,フ ラ

ン ドル,ド イツ,イ ギ リス の 画 家 の 素 描 目 録 。 レ ンブ ラ ン トや

デ ュ ー ラ ー な ど の 著 名 な 画 家 の 素 描 が 含 まれ て い る 。

　 Musee　 du　 Louvre.　 Inven　 taire general　 des　 dessins　 des

ecoles　 du　 Nord:　 publie　 sous　 les　auspices　 du　 Cabinet　 des

dessins:　 Ecole　 flamande.　 2vols.　 Paris:　 Musees　 nation-

aux,1949.

　 戦 争 で 中 断 さ れ て い た カタ ロ グ 作 成 が 再 開 され て,最 初

に 出 版 され た ル ー ヴ ル 美 術 館 所 蔵 の 素 描 目録 。

　 Ecole　 nationale　 superieure　 des　 beaux-arts.　 Inventaire

general　 des　 dessins　 des　 ecoles　 du　 Nord.　 Paris:　 H.Lau-

rens,1950

　 エ コー ル デ ・ボ ザ ー ル が 所 蔵 す る 素 描 目録 。

　 Musee　 du　 Louvre.　 Inventaire　 general　 des　 dessins　 des

ecoles　 du　 Nord:　 publie　 sous　 les　a　uspices　 du　 Cabin　 et　des

dessins:　 Maitres　 des　 anciens　 Pays-Bas　 nes　 avant　 1550.

Paris:　 Musees　 nationaux,　 1968.(fig.4)

　 ル フ トは 晩 年 に も ル ー ヴ ル 美 術 館 の 目 録 を 作 り続 け,最

後 の素 描 目録 を刊 行 し終 えたの は84才 の時 だった。この 目

録 で は1550年 以 前 に生 まれ た画家 の素 描722件 を所 収 。彼

・が 出版 した ルー ヴル美 術 館 所 蔵 のオ ランダ とフランドル の

素 描 目録 は6冊,パ リ国立 図 書館,プ チ ・パ レのデュテユイ家

コレクションや エコール・デ・ボザ ールな ど,パ リの公 共機 関所

蔵 の素 描 目録 を合 わせ ると総数 は9冊 となった。

　 もちろん,彼 の著 作 はこれ だけで はない。たとえば彼 は,レ

ンブ ラントが 描 いた 素 描 やエ ッチ ングの風 景 に現 れ る場 所

の 同定 を試 みた著 作(Wandelingen　 met　Rembrandt　 in　en

om　Amsterdam.　 Amsterdam:　 Van　Kampen,　 1915)を 出 版

す るが,1920年 にはそ の増 補 版 が ドイツ語 で 出 版 されて お

り(Mjf　Rembrandt　 in　Amsterdam.　 Berlin:　B.　Cassirer,

1920),現 在で も基 礎 文 献 となってい る。 また,ド イツに所 在

す るオランダの 画 家 の素 描 の調 査 も重 要 な文 献 とされて い

る。　("Beitrage　 zu　dem　 Katalog　 der　niederlandischen

Handzeichnungen　 in　Berlin."　Jahrbuch　 der　Preussischen

Kunstsammlungen,　 vol.　52,　1931,　pp.36-80)ル ーベ ンスや

ブリューゲルの素 描 に関 する著作 もある。96点 にお よぶルフ

トの全 著 作 目録 はLa　Revue　 du　Louvre　 et　des　musees　 de

France(21　 annee,　 no.1,1971,　pp.51-54)に 掲 載 され ている。

4.オ ランダ美術 史研究 所(RKD)

　ルフトのような研究 者のねばり強い調 査,た ゆまぬ努力

が,このようなレファレンス・ツールを生み出し,美術研 究の

資となった。もちろん,このような研 究活動をしてきたのは,

余 り多 くはないがルフトだけではない。20世 紀に入ると,こ

のようなドキュメンテーション活動は,組織によってもっと大

規模 な活動となり,対象とする情報も広 範で,コンピュータ

fi　g.4.　 In　ven　taire　 gen　 eral　 des　 dessins　 des　 ecoleS　 du人lord.　 Paris:

　 　 　 Musees　 nationaux,　 1968.よ り
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を導入 した,よりシステマティックな形で受け継がれていく。

ハーグのRKDは,そ のひとつのモデルと言えるだろう。しか

し,下記に述べるように,個人の研究者が作成し蓄積 してき

たインデックス・カードが,RKDの ドキュメンテーション活動で

も基礎 になっているのである。

　 RKDの 特徴を述べるために,ここで見学会で訪れたアム

ステルダムの主なミュージアム・ライブラリが所蔵 している資

料の特徴を簡単に紹介したい。

・国立博物館:

中世～18世 紀美術の絵画・彫刻 ・版画 ・工芸などを中心に図

書約10万 冊,オークションカタログ約3万 冊を所蔵。

・市立美術館:

19世紀～現代美術の絵画・彫刻 ・版画・工芸・デザイン・写真

などを中心に,図書約8万 冊,展覧会カタログ・所蔵品カタロ

グ12万 冊,逐次刊行物160種,古 い雑誌1,000種 を所蔵。特

にカシミル・マレーヴィチについては,1913年から27年 までの

マレーヴィチ 自身の手稿 やタイプした原稿 などを含むアー

カイブを所蔵している。

・ゴッホ美術館:

もともとはゴッホに関する資料を収集していたが,現 在では

ゴッホと社会的 ・文化的背景や他の作家との影響 関係を研

究できるよう,1820年 頃から1920年 頃までのオランダとフラ

ンスを中心とした西洋の作 家に関する資料にも力を入れて

いる。特にゴッホが読んだ本,お よびゴッホの手紙に出てく

るすべ ての本について,当時の版を収 集している。蔵書数

は図書約2万2千 冊,逐 次刊行物 約60種 。 ドキュメンテー

ション・センターも併設されており,ゴッホや彼と同時代 の作

家に関する新聞の切り抜 き,写真や手紙などのアーカイブを

所蔵している。

・市立歴史博物館:

主にアムステルダムの歴史や,オランダの美術,工 芸,博 物

館学に関する図書を収集している。16～17世 紀の印刷本を

多 く所蔵。ルイケン親子(Jan　Luyken,　1649-1712;　Casper

Luyken,1672-1708)の イラストレーションによるエンブレム・

ブックのコレクションなど,それぞれの時代の風俗,習 慣,社

会,歴 史に関する蔵書は約2万 冊,逐次刊行物は130種 。

　 上記に紹介したライブラリは,一般に公開しており,外部

への情報や資料 の提供を重要な役割として担 っているが,

同時に館の附属機関として,内部のキュレーターによる作 品

の調査研究や展 覧会活動 を支援する機能が常に一義的と

してある。従 って蔵書構成は,いずれも館 の作 品コレクショ

ンを反映しているので,関連の分野については詳細な情報

が得 られる利点はあるが,主題は限定されている。

　 一方,ハーグにあるRKDは,特 定の分野において専 門的

なミュージアム・ライブラリとは役割の異なる,広範な資料 を

持つ総合 的なドキュメンテーション・センターである。彼らの

活動の 目的は,1400年 から現代に至るまでの,オランダを中

心 としてはいるが,西 洋美術全般の画像資料(写 真,スライ
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ド,リプロダクション,素描,版 画,イラストレーションなどを

含む)と文献資料(アーカイブ,図書,雑 誌,オークションカタ

ログや展覧会カタログなど)を出来る限り多 く収集 して,一

般に公 開し,研究 に資することである。収集する資料の主

題は,絵画,彫刻からインダストリアル・デザインにまでおよぶ

作家や作 品に関する情 報だけでなく,美術研究者,コ レク

ター,アート・ディーラー,作 家の加盟団体か ら,イコノグラ

フィー,美術批評,展 覧会,オークション,あるいは時代 的背

景にいたるまで実に多岐にわたる。もちろん,スタッフのほと

んどは美術研究者であり,毎年ほぼ3回 発行されているBul-

letinでは,スタッフの執筆活動などの業績を毎号で紹介し

ている。(最 近はインターネットで公開されている。)RKDの

利用規則には,利用カード取得のために住所 と氏名を登録

する必要はあるが(主な目的は盗難防止),調 査が目的であ

れば,外 国人かどうかの区別も,年齢制 限さえ無く,紹介状

も入館料も必要ない。

4.1.創 立 者 ホ フステ ー デ ・デ ・フロー ト

　 RKDの このような性 格 は,創 立者 の遺 志 によるところが大

きい 。 オランダ17世 紀 の美 術 研 究 者 として名 高 いコルネ リ

ス ・ホフステーデ ・デ ・フロー ト19)　(Dr.　Cornelis　Hofstede　 de

Groot,1863-1930以 下,デ ・フロー ト)(fig.5)も また,美 術 分

野 における ドキ ュメンテー ション的研 究 に大 変 大 きな貢 献 と

成 果 をもた らした ひとりで ある。 デ ・フロー トは,研 究 所 を設

立 することを条 件 として,1926年(死 の4年 前)に,彼 が所 蔵

す る研 究 資料 －10万 点 に もおよぶ画 像 資 料 と,主 に17世

紀 オランダの絵 画,版 画,素 描 に 関す る彼 の約30万 点 の研

究 ノー ト,数 千 冊の オークションカタログなど-を 国家 に遺

贈す ることを申 し出 た。フローニ ンゲ ンの質 素 な牧 師の家 に

fig.5　 コルネ リス・ホ フステーデ ・デ ・フロー ト



生 まれ た彼 は,20才 の時 に父 を亡 くし,若 い 頃 は,美 術 研 究

を続 けるための 経済 的困 難 さに常 に悩 まされて きたが,誰 で

も自 由に美術 研 究 を行 うことがで きるような場 を提 供す るよ

う国 家 に求 めたの だ。 また,彼 の下 では,将 来 著 名 になる ド

イツや オランダの 多 くの若 い研 究 者 た ちが アシス タントとし

て働 い た(fig.6)。 例 えば,エ リザ ベ ト・ネール デ ンブ ル フ

(Elizabeth　Neurdenburg,　 1881-1957)　 ,エ ー ミル ・カウフマン

(Emil　Kaufmann,1891-1953),ク ル ト・バ ウホ(Kurt　Bauch,

1897-1975),ホ ーデフリドゥス・ホ ーヘ ヴェルフ(Godefridus

J.Hoogewelff,1884-1963)な どで,中 で もホルス ト・ゲルソン

(Horst　K.　Gerson,1907-1978)は,デ ・フロー トの アシス タン

トを勤 めた後RKDに 勤 務 し,1954年 か ら館 長 としてRKDの

発展 に貢 献 した。 デ ・フロー トの ライフ・ワークとなった17世

紀 のオ ランダの画 家 の カタログ ・レゾネ20)が 完 成 し,最 後 の

第10巻 が刊 行 され た 時 の祝 賀 会 で,ア シス タン トたちは 感

謝 を込め て,マ ックス ・リーバ ーマ ンのエ ッチ ング によるデ ・フ

ロー トの 肖像 画 を贈 った21)。1932年,RKDは 一 般 公 開 の ド

キュメンテーション・セ ンター として本 格 的 な活動 を始 めた。

　 デ ・フロー トか ら遺 贈 された 画像 資料 は,ほ とん どが 写真

であ り,あ とはオー クションカタログや 雑 誌 などか ら切 り抜 い

た図 版,ま たガ ラス板 のネガティブ も若 干 あったとい う。

　 美術 研 究にお ける写真 の利 用 は,多 くの議 論22)を 生 み な

が らも,写 真 機 の性 能が 改 良 され,写 実 性 において精 密 さを

増 してきた19世 紀 後 半か ら,次 第 に浸 透 し始 めた。「科 学 的

尊 厳 を与 えるため に実 験 的 と命 名 され たある種 の経 験 的 原

理 の応 用 にまで,芸 術 史 を還 元 せ ねば な らぬ と信 じた」23)

ジ ョヴ ァンニ ・モレルリ(Giovanni　 Morelli,　1816-1891)は,指

や耳 な どの細 部 を観 察 す るため の手段 として写 真 を鑑 定 に

利 用 した24)。 またヤー コプ ・ブ ルクハル ト(Jacob　 C.　Burck-

hardt,1818-1897)は,写 真 の持 つ 問 題性 を 自覚 しなが らも,

晩 年 はフィレンツエ やローマな どの旅 行 先 で 写真 屋 を探 し,

ヴェルフリン(Heinrich　 Wolfflin,　1864-1945)に 写真 の便 利

さを伝 える手紙 を1896年 に送 ってい る25)。美術 研 究 に写真

を活用 していたバ ーナー ド・ベ レンソン(Bernard　 Berenson,

1865-1959)は,フ ィレンツェ近郊 の邸 宅 イ ・タッティ(Villa　I

Tatti)に,約5万 冊 の 蔵書 とともに約10万 点 の写 真 を収 蔵 し

ていた26)。 マックス ・フリー トレンダー(Max　 J.　Friedlander,

1867-1958)は,作 品 の様 式 研 究 に写 真 を頼 るようにな った

傾 向 を嘆 きなが らも,記 憶 の補助 として,あ るいは,実 作 か ら

引 き出 した結 論 を後 か ら裏 付 ける資 料 としては欠 かす こと

がで きない有 効 な補助 手 段 であ ると認め た27)。デ ・フロー ト

は,17世 紀 のオランダの 画家 の カタログ・レゾネの序 文で,「公

共 の機 関 に収 蔵 され ない絵 画 は,ま す ます世 界 中 に散 り散

りになってい って しまうだろう。学 生が 直 接作 品を調 査 して,

完 全 な知 識 を得 ることは難 しくなるばか りであ る。 カリフォ

ルニ アや南 アフリカや オース トラリア に行 って しまった絵 画

だけ でな く,オ ークションで買 った作 品 を世 に出 したが らな

い所 有 者 に秘 蔵 され て しまうと,何 十 年 もの 間 美術 愛 好家

の 眼か ら遠 ざけ られて しまう。 学 生の ために,行 方 知 れず に

なる絵 画の 記録 を残 す 方 法 は,作 品 の複 製 画 像 を作 ること

だが,ほ とんどはそれ も叶 わないので 作 品 につ いて記 述 する

ことである。」28)と述 べ て レゾ ネの 出版 の動 機 とともに,二 次

資料 としての 写真 の役 割 を位 置 づ けている。

　 また,デ ・フロー トの 遺 贈 した資 料 には,約2百 万 点 のイン

デックス・カー ドが付 されていた。 このインデ ックス ・カー ドが

RKDの ドキュメンテー ションの 基礎 とな った ので あ り,現 在

もHdG-fiches　 system　 (ホフステー デ ・デ ・フロー トのカー ド・

システム)と して,ア ー カイブ 部 門 で は検 索 の ために使 用 さ

れてい る。この カー ド・システムは,デ ・フロー トが1891年 に書

き上 げ た,ア ルノル ト・ホウブ ラーケ ン(Arnold　 Houbraken,

1660-1719)の 作 家 伝 『ネーデ ルラン ドの 画家 および女 流 画

家 の 大劇 場 』の重 要 性 を説 いた博 士 論 文29)の 際 に用 い たも

のであ り,そ の後 のヨー ロッパ全 般 にわたるオランダ絵 画 の

調査 や,古 い オー クション・カタログの 調査 に より彪 大 な数 の

カー ドが蓄 積 され てきた。

4.2.ル フ トとRKD

　 デ ・フロー トがRKDの 種 を蒔いた としたら,フ リッツ ・ルフト

はす ぐさまRKDの 資料 に豊 か な多 様 性 をもたせ ることで,そ

の枝 葉 を伸 ばす ことに貢 献 した と言 え るの で はないだ ろう

か。

　 同 じ1932年,ル フ トは主 にオ ランダ以 外 の 外 国 の美 術 を

中心 とした約10万 点 の写 真 リプ ロダクションを寄贈 した。こ

れに よってRKDは 創 立 後1年 もた たないうちに,一 挙 に20万

点の 写真 ・リプ ロダクションを所 蔵す ることになったば か りで

なく,RKDが オランダ以 外 の美 術 資 料 を収 集 す るきっか けと

なったの である。創 立 時 の館 長で,オ ランダ美術 の研 究 者 ハ

ンス ・シュナ イダー　(Hans　 Schneider)は,1932年 のAnnual

Reportで,オ ラ ンダ や フランドル の 美 術 以 外 に ドキ ュメン

テーションの 内容 を拡 大す ると,RKDの 特 色 が薄 め られて し

まう,と警 告 した30)。 しか し,こ れ以 降,外 国の絵 画 や 素 描

の写真 ・リプロダクシ ョンは順 調 に増 え続 け,1947年 にはオラ

fig.6　 デ ・フロー ト(前 列左 端)と アシス タン トとして働 いた若 い研 究

　 　 者 たち。カタログ・レゾネが完成 した祝賀 会 と思 われる。
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ンダ美 術 と外 国 美術 との相 互の 影響 関係 における研 究 を主

な 目的 として,外 国 の美 術 部 門が独 立 した。

　 現 在 では ロンドンのコンウェイ・ライブラリのマ イクロフィッ

シュ ・コ レクシ ョン(Th　e　Conway　 Library:　Photographic

Research　 Library　of　Art　History)の 彫 刻 の 部や,イ タリア ・

ルネサ ンス美 術 に 関す るベ レンソンの写 真 アー カイブ の複

製 を含 め,オ ランダ以 外 の 中世 か ら現 代 まで の西 洋 美 術 に

関す る写真 ・リプロダクションは,お よそ150万 点で ある。

　 もうひ とつ,ル フ トが 貢 献 したセ クションに素 描 部 門が あ

る。 素 描 の写真 は初代 館 長 のシュナイダーが 最 初 に寄贈 し

たの だ が,す ぐ後 に,す で に素 描 の コレクター として 有 名

だったル フトか ら,主 題 別 のインデ ックス ・カー ドを付 した多

くの重 要 な画 像 資料 と,レ ンブラントとレンブラント・ス クール

の素 描 に関 する大 量 の貴 重 な研 究 資 料 が贈 られた 。 また,

ルフ トは,RKDの ために スイスのゲ ル ンシェイム社 が 毎 年 お

よそ3,800点 づ つ分 売 す る,ヨ ーロ ッパ,ア メリカ,オ ー ス トラ

リアの各 美術 館 やプ ライベ ー ト・コレクションか ら撮 影 され た

西洋 の作 家 の素 描 の写真 全 集(Gernsheim　 Corpus　 Photo-

graphicum　 of　Drawings)の 購入 代 金 を1953年 か ら1968年

まで15年 間支 払 い続 けた。

　 この ほか にも,ル フ トは2万2千 冊 の オークションカタログ

を寄贈 し,彼 の 貴 重 な蔵 書 コレクション(Library)をRKDに

永 久 に寄 託 した ことは特 筆 に値 す る。ル フトは,17～18世 紀

の 書 物 をよく収 集 していた。 彼 は書 物 は常 に美 術 と相 互 に

影 響 を与 えあって いるので,あ る特 定 の地域 ・時 代 の美 術 や

作 家 を研 究 するためには,画 家 の挿 絵 の研 究 だけで なく,同

時代 の 書物 全 般 につ いても研 究 しな くてはな らない,と 考 え

て いた31)。ル フトはアメリカでお こなった講演 で32)RKDの 創

立 のい きさつ につい て触 れ,デ ・フロー トが貴 重 な研 究 資 料

を国家 に遺 贈 した意 義 について述 べ なが らも,「デ ・フロー ト

博 士 の蔵 書 に は重 要 な もの はなか ったが,幸 い にもそ の不

足 は,他 の寄 贈 や 寄 託 によってす ぐに補 われ た」と,蔵 書 家

として著 名で もあった彼 の蔵 書 コレクションを寄 託 した動 機

を語 っている。

　 ル フ トの寄 贈 に続 い て,元 マウ リッツハ イス館 長 で あ り,

デ ・フロー トを17世 紀 オランダ美 術 の研 究へ と導 いた,著 名

な レンブ ラ ント研 究 家 ブ レデ ィウス(Abraham　 Bredius,

1855-1946)か ら未 出版 の貴 重 な原 稿 が寄 贈 された ほか,オ

ランダ の 美 術 史 家 マ ル テ ィン(Whilhelm　 Martin,　 1876-

1954),ド イツの著 名 な美術 史家 フリー トレンダー,RKDと マ

ウリッツハ イスの館 長 を勤 め たファン・ヘル デル(Jan　 Gerrit

van　Gelder,1903-1980)な ど多 くの研 究 者 や,作 家,ア ー ト・

デ ィーラー,コ レクターが 貴 重 な資 料 を寄贈 した。 この 動 き

は現 在 も連 綿 と続 い てお り,　Bulletinの 各 号 には寄 贈 による

新 収 蔵 資 料の 紹 介欄 が ある。1995年 法 の改 正 により,RKD

の コレクションは 国の 所 有 物 だが,組 織 の 運 営 は財 団 法 人

化 された。
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4.3.RKDの コ レクシ ョンとそ の 活 動

4.3.1.画 像 資 料

　 RKDの コレクションのうちで,特 に圧倒 的なの は画像 資 料

(ほ とん どは写真)の 量 と種 類 の多 さで ある。 現 在 は350万

～400万 点 を所 蔵 して いるが
,こ れ はロン ドン大 学 の ウィッ

ト・ライブ ラリ(Witt　Library)や ドイツの画像 アー カイブ ・フォ

ト・マール ブルク(Bildarchiv　 Foto　Marburg)を しのぐ量で あ

る。 実 際,ウ ィット・ライブ ラリの約150万 点の 所 蔵 写真 コレ

クションのマ イクロフ イッシュ(　Wi'tt　Library　Photo　 Collec-

tion　on　Microfiche.　 London:　 Courtauld　 Institute　of　Art,

1978)や,ド イツの 中 世か ら現 代 に至 る美術 をマイクロフィッ

シュに お さめた マ ー ル ブ ルクの イ ンデ ックス(Marburger

Index:　Photographic　 Documentation　 of　Art　in　Germany.

Munich:　 K.G.Saur,　 1976+)約93万 点 など もRKDの コ レク

ションの一 部 として所 蔵 されてい る。

　 RKDの 主 な画 像 資 料(写 真 や リプ ロダクション)の 内 訳

は,17世 紀 を中 心 とした15世 紀 か ら18世 紀 まで のオランダ

の絵 画,約60万 点/15世 紀 か ら18世 紀 まで のオランダとフ

ランドルの画 家 の素 描 と版 画,約31万 点/19世 紀 の オラン

ダとベ ルギ ーの美 術,約60万 点/20世 紀 の オランダとベ ル

ギ ーの美 術,約60万 点/中 世 か ら現 在 まで の外 国 の美 術,

約150万 点/イ コノグラフィー関 連 約5万 点/オ ランダの ト

ポ グラフィー関 連 約5万 点/肖 像 画 約6万 点 の図 版 や ネガ

などで ある。

4.3.2.文 献(文 書)資 料

　 アーカイブ は,作 家 だけ でな く,アーティスト・ソサエ ティや

研 究 者,評 論 家,ア ー ト・デ ィーラー,コ レクター,修 復 家 など,

現 在350種 のアー カイブ を収 蔵 。

　 プ レス ・ドキュメンテー ション部 門 では,主 にオランダの美

術 関連 の新 聞記 事200万 点 のほか に,プ レス・リリース,展 覧

会 の招 待 状,パ ンフレットなどのエフェメラも収 蔵 してい る。

　 ライブ ラリは,稀 観書,オ ー クション・カタログ,展 覧会 図録

を含 む約41万 冊 を所 蔵 。オー クション・カタログは,同 じもの

を3冊 受 け 入 れ,2冊 は 画像 資料 として切 り抜 かれ てフ ァイ

ル され,1冊 が ライブラリに所 蔵 され る。

4.3.3.プ ロ ジ ェク ト

　 RKDは,作 家 名 デ ータベ ースの作 成 や 画像 資料 の デ ジタ

ル 化 など を積 極 的 にお こな ってい るが,そ の 他RKDが 関

わ って いるさまざ まなプ ロジェク トについ て簡 単 に紹 介 した

いo

・Visual　Arts　Network　 for　the　Exchange　 of　Cultural

Knowledge　 (Van　Eyck　projet):ECか ら資 金提 供 を受 けて

い るプ ロジェク トで,世 界 中 の美 術 情 報 デー タベース に,研

究 者 が言 語 やシステムの違 いといった支 障を感 じず にアクセ

スで きるようなワー クステーションを確 立 す ることを 目的 とし

ている。



・Project:　‘Collectie　Nederland'オ ランダの ミュージァムや

その 他 の公 共 機 関(大 学 を含 む)の 所 蔵 品の ユニ オン・カタ

ログ作 成 プロジェクト。

・Jan　Sluijters:　Catalogue　 raisonne:モ ンドリアンと並 んで

重 要 なオランダの近代 美術 の創 始 者 のカタログ・レゾネ制作

プ ロジェクト。

・Getty　Provenance　 Index:　1982年 にゲ ティ財 団 が 始め た,

西 洋 美 術 のコレクションの歴 史 情 報 デー タベ ース ・プロジェ

ク ト。1996年 にはCD-ROMが 出 され た。　RKDは,1993年 か

ら参加 。

・Art　&　Architecture　 Thesaurus　 (AAT)　translation　project:

同 じくゲ ティ財 団の 始 めた美 術 と建 築 にお ける語 彙統 制 プ

ロジェクトの オランダ語 へ の翻 訳活 動 にRKDは1994年 か ら

参 加 。

・Infrared　Reflectography　 Research　 (IRR)　Project:‘Under-

drawing　 and　Artistic　Concept:　 Atelier　Practices':赤 外 線

の 反射 による絵 画 の下絵 の研 究 プ ロジェクト。

な どで ある。

とは,言葉では簡単であっても,予算や人員の不足などが背

景としてあれば,その実現は必ずしも容易ではない。

　1995年 から財 団法 人化されたというが,RKDは さまざま

なプロジェクトに見 られるように,自 館の活動だけでなく,

RKDの 持つ豊富な資料 と情報処理における優れた技術力

を,さらに国際的に提供 しようとしている。今後の発展 を願

うと同時に,日本 国内でも,このような活動が盛んになること

を期待 したい。

(なかむら　せつこ　ブリヂストン美術館)

5.お わ りに

　ルフトから学ぶべきものは,実 に多 くあると思われる。現

在の私たちは,インターネットなどのネットワーク・システムの

大 きな変革期にあり,コンピュータのスイッチを入れれば,必

要な情報がすぐさま手に入 るような幻想を抱 きがちである。

しかし実際は,情報が洪水 のように氾濫 していて,ただ漫然

とインターネットの空間をさ迷っても,大した情報は得られな

い。

　ルフトが,コンピュータもなしに作成 したレファレンス・ツー

ルを見ると,テクノロジーの発展 やネットワーグシステムの変

革は大 きな助けにはなるが,重要な情報の生成においては,

フィールドワークのような形での,辛抱強い緻密な調査によ

る情報の収集や蓄積 と,個人の努力 による知識や経験の深

さに基づいた分析が基本であることには,変わりがないこと

を改めて認識させられる。

　それでも現代 では,情 報の流通環境が大 きく変わったこ

とは感謝するべ きである。それは,RKDの 活動に見られるよ

うに,効率的な情報流通への努力がなされたからである。利

用 された情報は,社会の中で必ず新たな価値のある情報を

生み出すものであり,特に学術情報においては,情報の利用

者=情 報の生産者でもある。RKDが,ド キュメンテーション・

センターとしてこれだけ大きく発展したのは,情報提供に積

極 的であった結果,利 用者が感謝 をこめて研究の成果とし

ての文献を,あるいは趣 旨に賛 同する多くの人々が個人所

有のアーカイブや蔵書などを寄贈し,ますます資料が充実 し

て利用者が増える,という循環のためであるだろう。そして

資料の収集の努力 と同時に,情報の提供や検索を可能にさ

せるのは,きちんとドキュメンテーション化していく個々の職

員の地道なルーティン作 業の結果によるものであり,このこ

*オ ランダ語の固有名 詞をカタカナ表 記するにあたっては,日 蘭

学会の図書 室にご教示いただきました。 また国立西洋 美術館 図

書室では,資 料を閲覧 させていただきました。この場 を借 りて心か

らお礼 を申し上げます。

註:
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RKDの 活 動 を紹 介 して いる文 献 に 下 記 の ものが あ る。
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Editorial[Sutton,　 Denys].　“L'Amateur　 accompli:　 Frits　 Lugt.”

Apollo,　 vo1.104,　 no.176(Oct.1976),pp.242-249.
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